
  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度本校職員の不祥事撲滅スローガン 

「自分の弱点を知り，口之島から服務規律遵守でよりよい生活」 

 

十島村立口之島学園 学校だより 

７･８ 

「ある文献に触れて思う 大切なふるさと」 

                                                     校長 肥後 広行 
 

鹿児島県では，明治１５０周年を記念し，平成３０年１２月に「県民の日」（7月 14日）を制定しまし

た。鹿児島県が誕生した明治４年の廃藩置県布告日が７月１４日であったことに由来し，『故郷のこと

を知り，故郷を愛する心をもち，故郷のために活躍する人に育つこと』などの願いが込められています。     

先日，校長室の手の届かない棚に保管してある文献の中の，次のような記事に目が留まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昭和４９年１２月に東洋一校長先生（口之島小中学校第１２代校長）が，寄稿された文章でした。 

タイトルは【水神のいます川】。 

私が，９歳。小学３，４年生の頃書かれた文章です。思い起こせば，第三日曜日の朝は，イの４班だっ

たので，現在の第２寮から第１寮までを掃除していました。 

川の掃除は，今でも継続されています。願いが守り育てられています。 

 

 

 

このような文章に，大人になって，巡り合う不思議さ。先人の苦労にもっと思いを寄せなさい。そう呼

びかけられているような気がしました。 
 

授業日数７６日間の１学期。大きなケガや事故なく終えようとしています。 

 『故郷のことを知り，故郷を愛する心をもち，故郷のために活躍している』保護者・寮監・里親・島

民の皆様，口之島学園１学期の学校教育活動への御理解御協力ありがとうございました。 

夏休み期間中の見守りもどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

「水神のいますふるさとの清き川」なる立札を立てる一方，全道路にめじるしをつけて，全校の子ど

もに清掃区域を割りあて，自らの持ち場を中心とする常時活動を展開した。 

 川は，一夜にして生きかえり，水は五十鈴の流れにも似て清らかになった。中三の生徒が毎日川

に立って心をすまし一片の塵（ちり）だに見落とさない。「この伝統をわれわれが作った」と日誌に書

いている。 

 島の命の水を恵たもうた水神への感謝と，唯一の水を求めて生きてきた苦難の「生」の歴史を子ど

もたちにも受け継いでほしいと祈りにも似たこの気持ちを，口之島の水神よ，願わくば守り育てたまえ。  

                                   『鹿児島の教育』１９７４年１２月発刊 

職員が，船待ちをして，給食物資や２０ｋｇのガスボンベを，生徒とともに学校までかつぎあげた。   

（との記事もありました。） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６/２９（日）～７/３（木）に，長崎・福岡・熊

本で後期課程連合修学旅行がありました。 

原爆資料館などでの平和学習やキッザニ

アでの職業疑似体験をしたり,グリーンランド

で友達と思い切り遊んだりなど,充実した時間

を過ごすことができました。他島の友達との絆

を深めることもできました。 

 

１１日（月） 

１５日（金） 

２１日（木） 

３０日（土）  

 

１日（月） 

３日（水） 

８日（月） 

１１日（木）  

１５日（月）  

１９日（金） 

２３日（火）  

２４日（水）  

 

 

７月は，「遠泳・カヌー大会」「スクールカウンセラー（秋山先生）によるＳＯＳの出し方教育」「上級学

級説明会」「薬剤師（佐多先生）による薬物乱 

用教室」など,口之島の自然環境や専門性の 

高い外部講師,オンラインを活用し,充実した 

学習を実施することができました。様々な協力 

や恵まれた環境に感謝です！ 

 
 立石桔月さん・華蓮さん姉弟が,一学期をもって転校すること

になりました。お別れはとても寂しいですが,口之島での思い出を

大切に,新しい学校でも頑張ってね！そしてまた遊びにきてね。 

８月は鹿児島県の「人権同和問題啓発強調月間」です。 

～自分や周りの人を大切に～ 

【夏季休業「夏休み」】７/１９（土）～８/３１（日） 

【学校閉庁期間①】７/２８（月）～８/２（土） 

【学校閉庁期間②】８/１０（日）～８/１７（日） 

 


